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協
約
締
結
権
、大
き
く
後
退

連
合
・
自
治
労
「
評
価
で
き
な
い
」修
正
求
め
る

政
府
は
４
月
４
日
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
案
（
以
下
、
基
本
法
案
）
を
閣

議
決
定
し
た
。
本
法
案
は
、
国
家
公
務
員
に
関
す
る
改
革
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
だ

が
、
労
働
基
本
権
の
問
題
等
、
地
方
公
務
員
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
ま
っ
た
く
全
く
評
価
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

労
働
基
本
権
の
あ
り
方
に

つ
い
て
「
基
本
法
案
」
は
、

「
協
約
締
結
権
を
付
与
す
る

職
員
の
範
囲
の
拡
大
に
伴
う

便
益
及
び
費
用
を
含
む
全
体

像
を
国
民
に
提
示
し
て
そ
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し

て
検
討
す
る
」
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
公

務
員
制
度
改
革
の
必
要
性
が

何
度
も
謳
わ
れ
な
が
ら
も
実

質
的
に
何
ら
前
進
し
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
経
過
か
ら
す

る
と
、
こ
の
条
文
を
も
っ
て

公
務
労
使
関
係
の
改
革
、
労

働
基
本
権
の
付
与
・
拡
大
が

進
展
す
る
と
は
到
底
想
像
す

る
こ
と
す
ら
難
し
い
。

そ
も
そ
も
、
今
次
の
公
務

員
制
度
改
革
は
、
２
０
０
６

年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
政
府

と
連
合
と
の
政
労
協
議
に
お

い
て
、「
公
務
労
使
関
係
の
改

革
が
必
要
で
あ
り
、
労
働
基

本
権
の
付
与
の
可
能
性
も
含

め
て
幅
広
く
検
討
」
す
る
と

し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

そ
し
て
、
内
閣
の
行
政
改
革

推
進
本
部
の
な
か
に
労
働
基

本
権
問
題
の
「
専
門
調
査

会
」
が
設
置
さ
れ
、
１
年
余

の
調
査
検
討
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
最
終
報
告
で
は

「
一
定
の
非
現
業
に
労
働
協

約
権
付
与
」「
勧
告
制
度
の
廃

止
」「
消
防
団
結
権
の
両
論
併

記
」
な
ど
ス
ト
権
の
回
復
に

は
至
ら
な
い
な
が
ら
も
一
歩

踏
み
出
し
た
表
現
が
と
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
今
回
の
「
基

本
法
案
」
で
は
再
度
「
検
討

す
る
」
な
ど
明
ら
か
に
後
退

し
た
文
言
表
現
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

人
事
委
員
会
勧
告
と
は
無

関
係
の
給
与
カ
ッ
ト
等
が
自

治
体
に
お
い
て
横
行
し
、
し

か
も
長
期
化
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と

も
自
治
体
に
お
い
て
勧
告
制

度
は
機
能
不
全
的
な
状
況
に

あ
り
、
労
働
基
本
権
制
約
の

代
償
措
置
と
し
て
は
全
く
不

十
分
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
人
事
評

価
制
度
の
導
入
と
給
与
へ
の

反
映
な
ど
賃
金
制
度
の
変
更

が
急
速
に
進
展
す
る
状
況
下

で
、
労
使
が
誠
意
を
も
っ
て

協
議
・
交
渉
し
、
あ
る
べ
き

賃
金
・
労
働
条
件
に
つ
い
て

責
任
を
も
っ
て
決
定
し
て
い

く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
移
行

す
る
の
は
時
代
の
必
然
と
さ

え
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

職
場
か
ら
の
力
を
背
景

に
、
自
治
労
・
連
合
・
公
務
労

協
、
そ
し
て
協
力
政
党
な
ど

と
連
携
し
、
今
国
会
で
の
法

案
の
修
正
が
求
め
ら
れ
る
。

２０
年
度
予
算
は
、
１８
～
１９
年
度

の
行
財
政
改
革
緊
急
対
策
が
破
綻

し
、
４
～
７
年
の
期
間
で
新
た
に

設
定
さ
れ
た
公
共
事
業
大
幅
縮

減
、
教
職
員
や
警
察
官
を
含
む
人

件
費
削
減
等
の
収
支
対
策
を
基
調

に
編
成
さ
れ
た
。
削
減
・
縮
減
一

辺
倒
で
あ
っ
て
、
め
ぼ
し
い
新
規

事
業
も
な
く
、
道
民
や
地
域
に
夢

も
希
望
も
与
え
な
い
予
算
と
評
価

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

我
が
会
派
（
民
主
党
・
道
民
連

合
議
員
会
）
は
、
あ
ら
ゆ
る
議
会

議
論
を
通
し
て
、
行
財
政
改
革
の

あ
り
方
、
地
域
施
策
の
あ
り
方
等

を
論
議
し
て
き
た
が
、
知
事
の
答

弁
は
、「
不
退
転
の
決
意
」、「
地
域

重
視
」
と
い
っ
た
言
葉
の
空
回
り

と
役
人
の
原
稿
朗
読
に
終
始
し

た
。国
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、地

方
交
付
税
復
元
や
直
轄
事
業
負
担

金
廃
止
の
必
要
性
は
述
べ
る
も
の

の
、
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
道
路

特
定
財
源
や
暫
定
税
率
に
つ
い
て

は
現
状
維
持
を
主
張
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
見
通
し
に
つ
い
て

も
極
め
て
消
極
的
で
あ
る
な
ど
、

国
に
従
う
姿
勢
ば
か
り
が
際
立
つ

結
果
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

を
受
け
、
会
派
と
し
て
、
道
路
予

算
と
後
期
医
療
制
度
関
係
予
算
の

組
み
替
え
動
議
を
も
っ
て
闘
っ
た

が
、
自
民
、
公
明
を
中
心
と
す
る

数
に
よ
っ
て
押
し
切
ら
れ
た
。

今
後
は
、
国
会
の
動
き
と
連
携

し
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
、
暮

ら
し
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る
た

め
、
最
終
的
に
は
政
権
交
代
を
も

っ
て
革
命
的
行
財
政
改
革
を
す
す

め
、
地
方
分
権
へ
大
き
く
踏
み
出

す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

革
命
的
行
財
政
改
革
す
す
め
る

北
海
道
議
会
議
員

三
津

�
夫（
道
本
部
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
）

２
０
０
６
年
５
月
、
政
府
与
党
の
圧

倒
的
多
数
で
可
決
成
立
し
た
、「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
で
今
や
大
騒
ぎ
だ
。

２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代
が
全
員
７５

歳
に
な
る
こ
と
を
見
通
し
て
作
っ
た
制

度
だ
と
い
う
。
内
容
は
２
年
前
の
審
議

内
容
と
違
う
ら
し
い
。

み
ん
な
怒
れ
！
国
民
の
信
任
を
得
て

い
な
い
福
田
政
権
。「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」「
道
路
特
定
財
源
」「
年
金
」
国
民

の
真
意
を
確
か
め
る
時
が
き
た
。
補
欠

選
挙
は
世
論
を
反
映
し
、
今
後
の
進
む

べ
き
道
を
決
定
づ
け
る
。
山
口
２
区
の

衆
議
補
選
で
福
田
政
権
に
Ｎ
Ｏ
！
だ
。

朔 風

「
公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

道
本
部
が道

に
要
請

総
務
省
自
治
財
政
局
は
、

３
月
１９
日
付
け
で
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
係
る
取

り
組
み
状
況
の
報
告
を
、
４

月
３０
日
を
提
出
期
限
と
し
て

各
自
治
体
に
求
め
て
い
る
、

自
治
体
の
考
え
方
が
こ
の
調

査
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
道
本
部

は
、
４
月
７
日
北
海
道
知
事

に
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
か
か
わ
る
緊
急

要
請
緊
急
要
請
行
動
を
実
施

し
た
。

杉
谷
副
執
行
委
員
長
が
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
不
採
算

部
門
を
担
う
自
治
体
病
院

に
、
矛
盾
し
た
効
率

化
を
求
め
て
い
る
。

地
域
医
療
を
ま
も
る

立
場
で
自
治
労
北
海

道
本
部
と
し
て
要
請

す
る
。」と
述
べ
た
。

企
画
振
興
部
市
町

村
財
政
健
全
化
支
援

室
の
吉
田
室
長
は

「
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
基

本
的
に
は
道
と
し
て

改
革
プ
ラ
ン
策
定
に

は
技
術
助
言
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
道
は
無
理

な
指
導
、
関
与
は
考
え
て
い

な
い
。
改
革
プ
ラ
ン
の
個
別

目
標
設
定
等
、
市
町
村
の
相

談
に
応
じ
た
対
応
に
万
全
を

期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

今
後
、
道
本
部
は
ス
ピ
ー

ド
化
、
多
様
化
が
進
む
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
対
し
地

域
医
療
を
守
る
立
場
で
、
情

報
収
集
等
を
含
め
、
各
地

本
、
総
支
部
、
単
組
、
衛
生

医
療
評
議
会
と
と
も
に
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

左から、杉谷副委員長、小林公共サービス政策部長、石
上自治体政策部長

憲法を私たちの手に！５．３北海道集会
５月３日（土・祝）１０：００～１２：００

北海道自治労会館５Ｆ「大ホール」

〔パネルディスカッション〕

コーディネーター 江本秀春さん

（道平和運動フォーラム）

パネリスト 岩本一郎さん（北星学園大会教授）

坪井主税さん（札幌学院大学教授）

藤田孝一さん

（旭川９条の会事務局長・道北フォ

ーラム代表委員）

４．２６チェルノブイリデー
□ ２２年目の４．２６チェルノブイリデー記念講演会

「いらない原発！止めようプルサーマル！」

４月２６日�土１０：００～１２：００
かでる２．７ ４Ｆ「大会議室」

講演「原子力にかけた夢と破減の道」

講師 小出裕章さん（京都大会・原子炉実験所）

□ ２２年目の４．２６チェルノブイリデー市民集会

４月２６日�土１２：００
かでる２．７ ４Ｆ「大会議室」

３０分間の集会のあと、デモ行進
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市）、自治労年金集会（東京都）
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Jichiro

チケット
プレゼント

衆衆
院院
選選
にに
向向
けけ
臨臨
戦戦
態態
勢勢
だだ

民
主
党
の
研
究
・
拡
大
セ
ミ
ナ
ー

３
月
２９
日
、
道
本
部
は
山

口
二
郎
北
海
道
大
学
院
教
授

を
講
師
に
迎
え
「
民
主
党
の

研
究
会
・
拡
大
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

山
上
書
記
長
は
、「
山
口
教

授
は
、『
世
界
』
３
月
号
の
中

で
、
宮
本
太
郎
教
授
と
と
も

に
『
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
望
ん

で
い
る
の
か
』
の
論
文
を
出

し
て
い
る
。
世
論
調
査
の
結

果
は
非
常
に
興
味
深
い
内
容

だ
。
私
た
ち
も
今
、
社
会
、

政
治
の
現
状
を
と
ら
え
直

し
、
今
後
の
展
望
を
ど
う
切

り
開
い
て
い
く
か
学
習
を
深

め
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
、
民
主
党
は
衆
参
ね
じ

れ
国
会
で
解
散
総
選
挙
を
求

め
て
政
権
交
代
を
め
ざ
す
闘

い
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

山
口
教
授
は
、
国
民
が
ど
の

よ
う
な
政
策
、
政
権
を
望
ん

で
い
る
の
か
、「
再
編
期
の
政

党
政
治
と
民
意
」
を
テ
ー
マ

に
、
昨
年
１１
月
に
研
究
グ
ル

ー
プ
で
行
っ
た
民
意
の
現
状

（『
世
界
』
に
掲
載
）
を
説
明

し
、
ど
ん
な
理
念
で
総
選
挙

を
戦
う
か
講
演
し
た
。

山
口
教
授
は
、「
福
田
政
権

の
迷
走
ぶ
り
は
末
期
的
、
危

機
的
状
況
だ
、
判
断
力
、
政

権
持
続
す
る
意
志
を
失
っ

た
。
４
月
退
陣
の
可
能
性
が

あ
る
が
、
も
し
ま
た
政
権
た

ら
い
回
し
を
す
る
な
ら
も
う

限
界
だ
。
解
散
総
選
挙
を
行

っ
て
真
意
を
問
う
べ
き
」
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
福
田
内

閣
を
、
漁
船
と
衝
突
事
故
を

起
こ
し
た
イ
ー
ジ
ス
艦
に
例

え
「
イ
ー
ジ
ス
艦
そ
の
も
の

が
福
田
政
権
。
船
舶
が
た
く

さ
ん
走
っ
て
い
る
海
域
を
自

動
操
縦
で
事
故
を
起
こ
し

た
。
法
案
や
、
人
事
案
件
が

山
積
し
て
い
る
通
常
国
会
と

い
う
海
域
を
『
福
田
丸
』

は
、
自
動
操
縦
で
直
進
。
官

僚
が
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
通

り
自
動
操
縦
し
て
き
た
。
反

対
す
る
人
が
、
た
ぶ
ん
避
け

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
言
う
希

望
的
観
測
で
進
み
、
と
う
と

う
衝
突
し
た
」
と
話
し
た
。

一
方
、「
民
主
党
は
腹
を
く

く
っ
て
闘
い
モ
ー
ド
に
入
っ

て
き
た
。
政
権
を
取
る
と
言

う
こ
と
は
理
屈
で
は
な
く
、

『
奇
策
』
が
な
け
れ
ば
取
れ

な
い
、
固
め
た
ら
ぶ
れ
ず
に

ま
っ
す
ぐ
進
む
べ
き
」
だ
と

述
べ
「
衆
議
院
選
挙
に
向
け

て
臨
戦
態
勢
が
必
要
だ
。
民

主
党
は『
生
活
を
第
一
』を
基

調
に
国
民
の
く
ら
し
を
訴
え

て
行
く
べ
き
だ
」と
話
し
た
。

山
口
二
郎
教
授
が
、
セ
ミ

ナ
ー
の
中
で
、「
お
薦
め
の
本

で
す
」
と
絶
賛
し
た
。

以
下
プ
ロ
ロ
ー
グ
よ
り
�

「
教
育
」「
い
の

ち
」「
暮

ら

し
」
と
い
う
国
民
に
責
任
を

負
う
べ
き
政
府
の
主
要
義
務

が
「
民
営
化
」
さ
れ
、
市
場

の
論
理
で
回
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
は
た
し
て
そ
れ

は
「
国
家
」
と
よ
べ
る
の

か
？
�
今
の
、
日
本
の
流
れ

を
変
え
な
け
れ
ば
ア

メ
リ
カ
と
同
じ
道
を

た
ど
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
し
ま

う
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
も
納
得
だ
。

『
ル
ポ

貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
』

著
者
・
堤

未
果（
岩
波
新
書
・
７３５
円
）

読んでみたい
ＢＯＯＫ

拡大セミナーには８０人が参加し、質疑も活発だった＝３月２９
日、自治労会館

ともに守ろう�
地域公共サービスみみみんんんかかかんんん

渡島地本 佐々木事業所ユニオン

昨
年
１２
月
２６
日
に
結
成
さ

れ
た
佐
々
木
事
業
所
ユ
ニ
オ

ン
（
組
合
員
１８
人
・
２
月
道

本
部
中
央
委
員
会
で
新
規
加

盟
）
の
歓
迎
祝
賀
会
が
、
４

月
５
日
、
函
館
国
際
ホ
テ
ル

で
自
治
労
函
館
市
協
議
会

（
函
館
市
職
労
・
全
道
庁
渡

島
総
支
部
・
市
立
函
館
病

職
・
函
館
環
境
衛
生
労
組
・

亀
田
清
掃
労
組
・
東
一
桔
梗

荷
役
労
組
で
構
成
）
の
主
催

で
開
か
れ
た
。
こ
の
佐
々
木

事
業
所
ユ
ニ
オ
ン
は
函
館
市

で
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
を
中

心
と
し
て
、
一
部
の
家
庭
ご

み
収
集
の
委
託
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
道
本

部
組
織
拡
大
推
進
室
、
渡
島

地
方
本
部
・
函
館
市
職
労
・

函
館
地
区
連
合
の
清
掃
共
闘

会
議
が
連
携
し
て
結
成
に
こ

ぎ
着
け
た
。
会
社
全
体
で
２５

人
の
職
員
中
、
管
理
職
や
家

族
役
員
を
除
く
全
員
が
組
合

員
で
あ
る
。

１
月
か
ら
３
月
の
間
、
１０

回
の
全
員
集
会
で
の
話
し
合

い
を
重
ね
、
２
回
の
団
体
交

渉
に
お
い
て
、
労
働
協
約
の

確
認
、
就
業
規
則
の
見
直

し
、
臨
時
職
員
２
人
の
職
員

化
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
挙

げ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

肝
心
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
前
進
回
答
は

な
い
。
し
か
し
、
組
合
を
結

成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員

（
組
合
員
）
の
声
が
使
用
者

に
伝
わ
り
つ
つ
あ
る
。
今

後
、
春
闘
に
お
い
て
さ
ら
に

粘
り
強
く
運
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

歓
迎
祝
賀
会
に
は
道
本

部
・
三
浦
委
員
長
、
松
岡
組

織
拡
大
推
進
室
事
務
局
長
、

函
館
地
区
連
合
会
の
渡
部
会

長
も
激
励
に
駆
け
つ
け
、
地

元
の
函
館
市
協
議
会
の
仲
間

入
り
を
し
、
交
流
と
連
帯
を

深
め
た
。
今
後
も
、
と
も
に

地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守

る
こ
と
を
確
認
し
、
和
や
か

に
会
を
終
え
た
。

函館市協議会の仲間が参
加して行われた佐々木事
業所ユニオン歓迎祝賀
会。
左下写真は、あいさつす
る逢坂委員長＝４月５
日、函館国際ホテル

渡島地本３
月
２８
日
、
渡
島
地
方
本

部
は
函
館
市
内
で
、
単
代
会

議
、
自
治
研
推
進
委
員
会
と

併
せ
て
「
自
治
体
病
院
医
療

問
題
対
策
本
部
第
１
回
会

議
」
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
連
合
が
各
地
協

単
位
で
設
立
し
て
い
る
「
地

域
医
療
を
守
る
対
策
委
員

会
」
の
論
議
を
深
め
る
と
と

も
に
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者

を
守
る
た
め
、
自
治
体
立
病

院
の
課
題
と
解
決
の
方
向
性

を
み
ん
な
で
探
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

冒
頭
、
本
部
長
で
あ
る
鍋

谷
地
方
本
部
執
行
委
員
長
が

「
赤
字
の
原
因
と
し
て
は
医

師
や
看
護
師
不
足
、
医
療
技

術
者
の
過
密
労
働
、
診
療
報

酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、
旧
態

依
然
と
し
た
経
営
、
事
務
職

の
頻
繁
な
交
替
な
ど
で
、
多

く
の
自
治
体
病
院
は
経
営
に

苦
慮
し
て
い
る
。
公
立
病
院

改
革
の
一
連
の
動
き
は
、
地

域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、

切
り
捨
て
と
偏
在
化
を
も
た

ら
す
。
地
域
医
療
の
崩
壊

は
、
地
域
そ
の
も
の
の
崩
壊

に
結
び
つ
く
重
大
な
問
題
で

あ
り
、
地
域
住
民
及
び
関
係

各
界
と
連
携
を
深
め
、
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の

後
、
公
営
企
業
年
鑑
や
決
算

状
況
調
な
ど
を
も
と
に
各
自

治
体
病
院
の
課
題
を
浮
き
彫

り
に
し
た
。

今
後
、
１
カ
月
に
１
回
程

度
会
議
を
開
催
し
、
各
病
院

の
方
向
性
を
論
議
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

地地
域域
医医
療療
崩崩
壊壊
でで
地地
域域
もも
崩崩
壊壊

先
日
私
が
事
務
局
長
を
務
め
る
民
主
党

「
整
備
新
幹
線
」
を
推
進
す
る
議
員
の
会

が
開
か
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
社
と
国
土
交
通
省
か

ら
、
整
備
新
幹
線
の
状
況
を
伺
い
ま
し

た
。
青
森
～
函
館
間
の
工
事
も
一
日
も
早

い
開
業
め
ざ
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
札
幌
ま
で
の
延
伸
は
ま
だ
メ
ド
が
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
１
７
年
度
ま
で
の

公
共
事
業
関
係
費
を
含
め
た
財
源
約
２
・

７
兆
円
を
前
倒
し
で
使
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
後
の
工
事
に
は
別
の
新
た
な
財
源
が

必
要
と
の
こ
と
。
お
り
し
も
政
府
は
暫
定

税
率
が
下
が
り
本
年
度
２
・
６
兆
円
が
収

入
減
に
な
る
と
大
騒
ぎ
し
て
い
ま
す
が
、

新
幹
線
は
１３
年
間
で
使
う
２
・
７
兆
円
に

頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
す
。

新
幹
線
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路

面
電
車
）
な
ど
は
車
に
変
わ
る
大
量
輸
送

手
段
、
温
暖
化
対
策
に
も
貢
献
す
る
優
良

な
公
共
事
業
。
公
共
交
通
政
策
を
見
直

し
、
道
路
か
ら
レ
ー
ル
へ
の
転
換
が
必
要

で
す
。

公
共
交
通
政
策
の
見
直
し
を

A
広河隆一監督作品の映画と講演会チケ

ット２枚を５人にプレゼント。

６０年前に、イスラエルが誕生し、パレ

スチナ難民が発生した。この事件をパレ

スチナ人は、ＮＡＫＢＡ（大惨事）と呼

ぶ。隠され続けた歴史を広河さんが取材

し、映画にした。

締め切りは５月２３日�午後４時、電話

で受付（０１１―７４７―３２１１＝単組名、名前、

連絡先を申告）落選した人には連絡しな

い。

書
記
局

の

風

景
。
そ
の
１
、
朝

一
番
は
、
６
時
３０

分
出
勤
の
千
葉
執

行
委
員
で
あ
る
。

毎
朝
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
、
後
続
の
人

を
温
か
く
待
ち
受

け
て
い
る
？
（
守
衛
さ
ん
も

さ
ぞ
や
迷
惑
だ
と
想
像
も
す

る
が
…
今
さ
ら
変
え
ら
れ
な

い
か
？
）

そ
の
２
、
交
渉
で
道
庁
へ

行
く
歩
み
の
遅
い
山
田
副
委

員
長
。
２０
分
後
に
担
当
部
が

書
記
局
を
出
る
が
着
席
す
る

の
は
同
時
に
な
る
？
（
体
力

を
鍛
え
ろ
・
減
量
だ
と
周
り

は
警
告
す
る
の
だ
が
…
馬
耳

東
風
）

そ
の
３
、
初
め
て
二
つ
の

専
門
部
担
当
す
る
佐
々
木
書

記
。
両
執
行
委
員
の
叱
咤
激

励
（
指
導
？
）
に
よ
り
東
奔

西
走
の
毎
日
で
激
務
か
と
想

い
き
や
、
お
腹
が
メ
タ
ボ
？

（
家
で
は
強
制
的
食
事
制
限

中
…
外
で
は
爆
飲
爆
食
）

そ
の
４
、
年
度
末
を
も
っ

て
、
３３
年
間
の
道
本
部
運
動

の
生
き
字
引
で
も
あ
っ
た
、

藪
書
記
が
自
治
労
共
済
を
最

後
に
、
定
年
ま
で
２
年
を
残

し
て
退
職
し
た
。
今
後
は
、

母
親
の
介
護
を
中
心
に
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
を
模
索
す
る
と
い

う
。（
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し

た
…
第
二
の
人
生
を
自
分
流

に
楽
し
む
よ
う
祈
念
す
る
）

（
毛
利

孝
人
）
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